
法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

円

円

円

有

―

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 市民部地域協働課

問い合わせ先 0568-44-0349
補助金の名称 犬山市市民活動助成金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

おやこ農園　はじめ9団体 代表者名 玉置　希望　ほか

― 条例
犬山市公益的活動の支援及び市民参
加に関する条例

犬山市補助金等交付規則 要綱 犬山市市民活動助成金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

公募により選定 補助開始年度 平成13年度 補助終了年度 未設定

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

―

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

地域を元気に、まちを快適で魅力あるものにしていく企画提案事業を募集し、その事業に必要な
経費の一部を助成することにより、将来的に市民協働意識の向上や住民サービスの補完、地域
活性化に繋がることが期待できる。また、自立した活動を展開していく団体も多く、市民の主体的
な公益活動を始めていくきっかけとなっている。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
804,000 959,000 1,336,000 1,800,000

（223,833 （159,833 （222,666 （600,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

多文化共生、伝統文化の復興・継承、特別支援学級への支援、女性の活躍推進などの事業

補助事業者の会計全体の決算額（支出） ―

うち補助事業全体の経費 2,920,288

補助金の使途

うち補助対象経費 2,920,288

報償費 1,165,122

旅費 116,260

補助対象経費の内訳

需用費 668,184

役務費 41,784

人件費 642,900

使用料及び賃借料 286,038

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

―

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） ―

補助率、補助額
はじめの一歩部門：一律20,000円　市民活動助成部門：総事業費の
1/2　コラボ・マッチング部門：総事業費の1/2

補助限度額
はじめの一歩部門：一律20,000円　市民活動助成部門：300,000円　コ
ラボ・マッチング部門：400,000円

精算の有無
（変更交付）

その理由
助成金の前払い制度を設けており、事業完了後に精算
するため

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

行政が取り組むことが困難な地域の課題解決や市民の生きがい、社会参画などにつながる事業
が展開でき、市民が主体となったまちづくり事業が推進できた。

市の付属機関である公益的活動促進委員会による審査のうえ、助成金額を決定。

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）
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法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

有

―

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 市民部地域協働課

問い合わせ先 0568-44-0349
補助金の名称 未来の人材活躍補助金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

― 代表者名 ―

― 条例 ―

犬山市補助金等交付規則 要綱 未来の人材活躍補助金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

公募により選定 補助開始年度 平成29年度 補助終了年度 未設定

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

―

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

未来を担う市民の特技や志向を活かした社会参画につながる事業に対して助成金を交付するこ
とで、まちづくりにおいて活躍する市民を育成し、魅力的な市民協働社会の実現に寄与すること
ができる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
0 100,000 0 0

（0 （50,000 （0 （0

市の補助金を使って
実施した事業の内容

令和４年度は、１件問合せがあったものの、新型コロナウイルス感染拡大の影響により取り下げ
となり、申請はなかった。

補助事業者の会計全体の決算額（支出） ―

うち補助事業全体の経費 0

補助金の使途

うち補助対象経費 0

補助対象経費の内訳

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

―

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） ―

補助率、補助額 補助対象経費の２分の１に相当する額

補助限度額 50,000円

精算の有無
（変更交付）

その理由 助成金を前払いし、事業完了後精算するため

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）
助成金の申請がなかったため、交付なし。

市が実施する創造的な語り場「フューチャーセッション＠犬山」への参加を条件として、ここでの企
画事業の実施に対する支援を想定。

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）
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法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

円

有

円

円

有

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 市民部地域協働課

問い合わせ先 0568-44-0349
補助金の名称 犬山市コミュニティ推進地区助成金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

城東小学校区コミュニティ推進協議会　はじめ
6団体

代表者名 会長　津谷　直樹　ほか

― 条例 ―

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市コミュニティ推進地区助成金交
付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 昭和59年 補助終了年度 未設定

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

概ね小学校区単位の地域づくりを目的とした助成金であり、当該協議会に替わる団体は他にな
いため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

当該助成金を交付することにより、地域コミュニティの人材育成や事業の推進、活動環境の整備
などを進めることができ、住民主導の人間性豊かな住みよい地域社会づくりを進めることができ
る。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
2,829,600 3,102,100 3,199,600 3,420,000

（2,829,600 （3,102,100 （3,199,600 （3,420,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

地域の美化活動、防犯パトロール、健康づくり事業、防災活動など

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 25,052,226

うち補助事業全体の経費 13,101,368

補助金の使途

うち補助対象経費 12,588,244

運営費 2,610,932

事業費 8,836,623

補助対象経費の内訳

雑費 1,140,689

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

9,660,326

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 3,162,402

補助率、補助額
50,000円+（世帯数×年会費相当額）及び拠点施設年間賃借料
の1/2相当の合計金額

補助限度額
年会費相当額：300円
拠点施設年間賃借料の1/2相当：100,000円

精算の有無
（変更交付）

その理由 助成金を前払いし、事業完了後精算するため

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

各協議会において、地域の魅力創出や課題解決が図られ、地域の環境美化、防犯事業、健康づ
くり、地域振興など、各分野で地域自治を推進することができた。

―

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）
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法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

有

円

円

有

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 市民部地域協働課

問い合わせ先 0568-44-0349
補助金の名称 犬山市自治総合センターコミュニティ助成金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

羽黒地区コミュニティ推進協議会
東コミュニティ推進協議会

代表者名
会長　横井　耕市
会長　纐纈　明三

― 条例 ―

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市自治総合センターコミュニティ
助成金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 平成6年度 補助終了年度 未設定

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

概ね小学校区単位の地域づくりを目的とした助成金であり、各コミュニティ推進協議会に輪番で
補助しているため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

一定の広域において構成する、自ら地域をより良くする活動を行う協議会に対し、備品整備や青
少年の健全な育成を目的とした一般財団法人自治総合センターの助成を原資とする助成金を交
付することで、地域の魅力創出や課題解決をはじめ、住民主導の人間性豊かな住みよい地域社
会づくりを進めることができる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
2,500,000 3,200,000 2,700,000 2,500,000

（0 （0 （0 （0

市の補助金を使って
実施した事業の内容

・備品整備事業（竹チッパー及びカラー複合機の整備）
・青少年健全育成事業（東コミュニティの拠点である東ふれあいセンターにおいて、親子で学べる
講座や、乗馬、昔あそびなどの体験イベントの開催）

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 6,837,082

うち補助事業全体の経費 2,798,180

補助金の使途

うち補助対象経費 2,768,180

備品購入費 2,337,500

事業費 430,680

補助対象経費の内訳

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

4,432,504

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 10/10

補助限度額
備品整備：2,500,000円　青少年：1,000,000円
（(一財)自治総合ｾﾝﾀｰのｺﾐｭﾆﾃｨ助成事業実施要綱に規定）

精算の有無
（変更交付）

その理由 助成金を前払いし、事業完了後精算するため

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

備品整備事業により、地域にある竹林の効率的な整備が可能となり、地域環境の向上や活動内
容の充実を図ることができ、コミュニティ活動の活性化に繋がった。
青少年健全育成事業により、地域に住む人材を活用し親子共通の体験機会を設けたことで、地
域に暮らす青少年の健全育成の場となり、地域住民の活躍の場ともなった。

（一財）自治総合センターへ各小学校区で順番に助成金を申請し、交付決定後市が立て替え事
業を実施。実績報告後、財団より助成金を充当。

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

6



法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

円

有

円

円

無

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

町内会関連業務の理解が深まるとともに、各地区の福祉や交通安全、防犯活動等の実施によ
り、行政事務が円滑に実施することができた。

―

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

2,069,662

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 2,069,662

補助率、補助額 3,000円×町内数〈令和4年4月1日現在〉

補助限度額 未設定

精算の有無
（変更交付）

その理由 補助金を前払いし、事業完了後に精算するため

1,948,993

事務費 81,406

補助対象経費の内訳

通信運搬費等 52,660

うち補助事業全体の経費 2,083,059

補助金の使途

うち補助対象経費 2,083,059

会議費及び研修費等

（960,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

総会、募金活動、交通安全運動、夜警などの事業

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 2,083,059

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

市内町会長を対象とする事業を担う団体がないため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

町会長会の活動の推進及び活性化を図ることで、行政の円滑な運営と地域住民の自主活動の
推進を図る。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
584,499 705,831 679,704 960,000

（584,499 （705,831 （679,704

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市町会長会運営費補助金交付要
綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 平成2年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

犬山地区町会長会　はじめ5団体 代表者名 各地区会長

― 条例 ―

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 市民部地域協働課

問い合わせ先 0568-44-0349
補助金の名称 犬山市町会長会運営費補助金
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法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

円

円

円

無

―

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）
地域住民の活動拠点となる集会所の整備により、地域活動の振興を図ることができた。

―

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

―

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） ―

補助率、補助額
新築、改築・・・事業費の1/2
修理・・・・・・・・事業費の1/2

補助限度額
新築、改築・・・上限500万円
修理・・・・・・・・上限100万円

精算の有無
（変更交付）

その理由 原則、事業完了後に支払うため

3,200,000

南三笠町自治会　集会所修理費 1,184,000

補助対象経費の内訳

一色浦町内会　集会所改築費 12,000,000

グリーンタウン楽田　集会所修理費 850,000

材木町町内会　集会所修理費 2,380,400

清水町内会　集会所改築費 18,000,000

うち補助事業全体の経費 37,614,400

補助金の使途

うち補助対象経費 37,614,400

寺洞町内会　集会所修理費

（9,085,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

町内会等地縁による4団体が、集会所の外壁や屋根、既設浄化槽の設置替などの補修工事を行
い、2団体が集会所の改築を行った。

補助事業者の会計全体の決算額（支出） ―

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

―

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

補助金を利用して町内会等が所有する集会所等を整備することで、地域の活動基盤を強化し、
地域活動の活性化を図る。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
10,114,000 10,659,000 13,017,000 9,085,000

（10,114,000 （10,659,000 （13,017,000

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市集会所等建築費補助金交付要
綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

公募により選定 補助開始年度 平成元年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

寺洞町内会　外5団体 代表者名 各町内会長

― 条例 ―

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 市民部地域協働課

問い合わせ先 0568-44-0349
補助金の名称 犬山市集会所等建築費補助金
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法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

円

円

円

円

有

円

円

有

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

民間主導による国際化活動には、行政にはない独自の発想や柔軟な対応で、地域のまちづくり
や市民の国際感覚の涵養につながった。今後は、国際交流で培ったノウハウを生かし、外国人
住民や市民の適格なニーズを掘り起こし、多文化共生事業への反映を期待する。

協会は民間団体であるが、事業の参加者・利用者の特性から事業の営利化が難しく、採算性に欠くため市に
よる補助が必要とされてきた。協会の努力により新型コロナウイルス感染症の流行も乗り越え、会計全体の
余剰額が増加傾向にある中で、補助金のあり方について今後検討する必要がある。

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

893,338

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 市長の定める額

補助限度額 未設定

精算の有無
（変更交付）

その理由
4月に予定事業費で支出を行い、事業後に清算金があ
れば変更交付申請があり、補助額の再算定を行うため

1,976,651

人件費（事務局員） 1,909,000

補助対象経費の内訳

労働保険料等 606,349

語学講座部屋代 291,000

講演会 145,088

多言語情報発信事業 87,756

うち補助事業全体の経費 7,813,433

補助金の使途

うち補助対象経費 5,015,844

人件費（事務局長）

（5,043,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

・国際交流、多文化共生に関する諸事業（国際交流推進事業委託業務、語学講座等）を実施する
ための犬山国際交流協会職員人件費
・犬山国際交流協会自主事業「語学講座」実施のための部屋代等

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 9,876,062

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

市が実施する国際交流や多文化共生に関する諸事業について、委託を受けてきた実績がある。
設立から20年以上経た団体であり、国際交流と多文化共生を実施できる団体であるため。

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

民間主導による国際活動には、行政にはない独自の発想や柔軟な対応で、地域のまちづくりや
市民の国際感覚の涵養に期待できる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
4,846,390 4,827,562 5,015,844 5,043,000

（4,846,390 （4,827,562 （5,015,844

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山国際交流協会運営補助金交付要
綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 平成7年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

犬山国際交流協会 代表者名 会長　奥村　英俊

― 条例 ―

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 市民部　地域協働課

問い合わせ先 0568-44-0343
補助金の名称 国際交流協会運営補助金
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